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二酸化炭素分離回収設備～二酸化炭素の活用～ 

清掃工場では、平成２８年８月に二酸化炭素分離回収設備が完成しました。この設備は、ご

み処理過程で発生する排出ガスから日量最大１０ｔの二酸化炭素を回収します。地球温暖化の

原因となる二酸化炭素を分離回収し、これを資源として、平成２８年１２月から株式会社アル

ビータの藻類培養施設へ供給し、藻類の培養に活用しています。 

また、平成３０年１２月にはＪＡ全農・ＪＡさがと包括連携協定を、平成３１年３月にはグ

リーンラボ株式会社とバイオマス資源利活用協定を締結し、それぞれの植物工場へも二酸化炭

素を供給しています。 

二酸化炭素分離回収設備 清掃工場から見た藻類培養施設・植物工場 

展示会「BioJapan2019」での PR 二酸化炭素分離回収設備の見学の様子 
（外国メディア在京特派員対象取材ツアー） 

   バイオマス産業都市さが 
環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

「バイオマス産業都市さが」の PR 

清掃工場には、市民、学校、団体、企業など幅広い分野の方、また、海外の方も視察に来られ

ており、「バイオマス産業都市さが」の説明や二酸化炭素分離回収設備の見学を実施しています。

また、出前講座の実施や展示会への出展など、多くの方に「バイオマス産業都市さが」を知って

もらえるようPRに取り組んでいます。 

暮らしから発生するごみ・排水、森林や製材所の未利用木材など「廃棄物であったものがエネ

ルギーや資源として価値を生み出しながら循環するまち」を目標とした取組です。 

バイオマス産業都市さがとは？ 
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「藻類産業が集積するまち」に向けた取組 

平成２８年８月に、佐賀大学、筑波大学

及び佐賀市で藻類バイオマス利活用に関

する開発研究協定を結び、平成３０年３月

には佐賀大学内に「さが藻類産業研究開発

センター」を設置しました。藻類の培養や

有用成分の抽出などの研究に取り組んで

います。 

平成２９年７月に、企業、大学、金融、

行政が集まって「さが藻類バイオマス協議

会」を設立しました。 

この協議会では、講演会の開催等の情報

提供やビジネスマッチングなどにより、藻

類産業の創出に向けて取り組んでいます。 

 バイオマス産業都市さが     バイオマス産業都市さが 
環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

さが藻類産業研究開発センター 

さが藻類バイオマス協議会総会 

未来を担う若者と「バイオマス産業都市さが」 

バイオマス資源利活用協定を締結し、清掃工場近隣でバジルを栽培している「グリーンラボ

（株）」と、インターネットを活用して地域の特産品の販売に取組む佐賀県立佐賀商業高校「さ

がまなびや」がコラボし、調味料（商品名：ガバッジオ）を開発しました。 

このような活動を通じて、未来を担う若者が「バイオマス産業都市さが」の取組や地元企業

に興味を持つことにより、次世代における環境保全と地域経済の活性化に繋げます。 

佐賀商業高校の生徒によるバジル定植 

 

さが環境フェスティバル2019での商品PR 


